
１．教育力　（「学生支援」含む）

① ② ③ ④ ① ② 2022 2023 2024 2025 2026

1-1 教育力 教育① 教育① ① 自ら学び探究する教育環境の整備 （ラーニングコモンズ整備含む） 全学教務委員会
学習支援室運営委
員会

教務担当 池島 〇 〇 〇 〇 〇

1-2 教育力 教育① ①
自ら学び探究する教育内容と方法の改善・充実の継続的取
り組みの推進

シラバスの項目・体裁・公開方法の改善
教育内容と方法を改善・工夫している
教員研修の実施している（FD）

全学教務委員会 全学FD委員会 教務担当 池島 〇 〇 〇 〇 〇

1-3 教育力 教育① 教育① ①
オンライン・ICTの特性を生かした特色ある教育とその質保証の構
築と改善・充実

PC必携化を活かした教育の検討
高質な授業展開へ向けての研修や情報提供の推
進

全学教務委員会 全学FD委員会 教務担当 池島 〇 〇 〇 〇 〇

1-4 教育力 教育② ①　②　⑥ 海外研修（語学研修含む）の充実 教務委員会
国際交流センター
委員会

教務担当 国際交流センター 神﨑・植木 〇 〇 〇 〇 〇

1-5 教育力 教育② 教育② ①　④ スポーツの特性を活かした人材育成の推進
カリキュラム委員
会

スポーツ局執行会 教務担当 神﨑・植木 〇 〇 〇 〇 〇

1-6 教育力 教育② 教育② ①　④ 地域と関連した教育活動やボランティ活動の充実

地域の学校等へのボランティ活動やインターンシッ
プ、体験的活動の充実（要検討）
（授業におけるコミュニケーション力の開発がほしい
とこと）??

カリキュラム委員
会

社会貢献センター
委員会

教務担当 神﨑・植木 〇 〇 〇 〇 〇

1-7 教育力 教育② 教育② ①　⑥ グローバル人材の育成を目指す教育の充実と改善
カリキュラム委員
会

教務委員会
国際交流センター
委員会

教務担当 神﨑・植木 〇 〇 〇 〇 〇

1-8 教育力 教育③ ①
大学院・体育学部・教育学部のカリキュラムの継続的な見直しと
改訂

大学院研究教育委
員会

大学院事務室 三島 〇 〇 〇 〇 〇

1-9 教育力 教育③ ①
大学院・体育学部・教育学部のカリキュラムの継続的な見直しと
検討

カリキュラム委員
会

教務担当 神﨑・植木 〇 〇 〇 〇 〇

1-11 教育力 教育③ ⑦ 全学的なFD活動の充実 全学FD委員会 学長室 原田 〇 〇 〇 〇 〇

1-12 教育力 教育④ ①　④ 全学的倫理教育の推進
クラブ活動や指導方法の改善と充実
コンプライアンス研修

全学学生委員会 人権教育委員会 スポーツ局執行会
障がい者支援委員
会

学生支援 金子 〇 〇 〇 〇 〇

1-13 教育力 教育④ ①　⑦ 教職員のインクルーシブ教育の推進と充実及び環境の改善 全学FD委員会 人権教育委員会
障がい者支援委員
会

スポーツ局執行会 学長室 原田 〇 〇 〇 〇 〇

1-14 教育力 教育⑤ ① リカレント教育事業の推進（学部）
科目等履修生、聴講生にかかる取り組みの検討
体力若返り講座の継続

全学教務委員会
社会貢献センター
委員会

教務委員会
全学教職課程委員
会

教務担当 教職支援センター 池島 〇 〇 〇 〇 〇

1-15 教育力 教育⑤ ①　⑧
（研究科）社会人や現職教員への教育プログラムの実施（大学院
との連携）

市尼高校の教員2021年度修了
大学院研究教育委
員会

教務担当 三島 〇 〇 〇 〇 〇

1-16 教育力 教育⑤ ① （研究科）大学院における高度職業人養成の強化
大学院研究教育委
員会

大学院事務室 三島 〇 〇 〇 〇 〇

1-17 教育力  ①
カリキュラムの理解と円滑な授業履修につながる制度等の検討と
整備

カリキュラム委員
会

教学部 教務担当 池島 〇 〇 〇 〇 〇

1-18 教育力 ①　②　⑧ 2学部間のカリキュラム横断的受講制度についての検討 全学教務委員会
両学部カリキュラ
ム委員会

教務担当 池島 〇 〇 〇 〇 〇

1-19 教育力 ① （研究科）昼夜受講システム充実のための継続的な評価と検討
大学院研究教育委
員会

大学院事務室 三島 〇 〇 〇 〇 〇

1-20 教育力 ① （研究科）他大学大学院との単位互換制度の検討
大学院研究教育委
員会

大学院国際・地域
交流委員会

大学院事務室 三島 〇 〇 〇 〇 〇

事務部署
（遂行責任） 第6次

遂行責任者
（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
①　豊かな教養と確かな専門知識を身に付け、
広い視野と探究心をもって学び続ける力を培う
教育の充実
（主体的に学び続ける力に関する施策）

カリキュラム充実へ向けての検討と制度整備
の推進

【重点施策】
③　健康、スポーツ、教育の価値創造に向けた
カリキュラムの充実、及び時代が求める最新の
教育方法と技術を体得するシステムの構築
（教育内容と方法に関する施策）

【重点施策】
④　スポーツ指導の新たな価値を開拓し、多様
性を認め、共生社会の実現に貢献する教育の
推進
（スポーツ指導と共生社会実現への価値開拓
に関する施策）

【重点施策】
⑤　地域の振興と発展の核となる人材育成の
ための最新の知見の提供と、理論と実践の往
還を図る教育システムの構築と実践
（社会貢献とリカレント教育に関する施策）

【重点施策】
②　高いコミュニケーション能力と行動力を身に
付け、健康とスポーツ、教育を通して、国際社
会や地域社会に貢献する人材の育成
（人材の育成に関する施策）

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に関する方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する方針、⑧大学運営に関す
る方針」

No
目　標

（大カテゴリー）
第6次「力」
カテゴリー

ビジョン
2031

重点施策
（ビジョン

No）

学園
中期計画
明記項目

「内部質保証
に係る各種方
針」カテゴリー

計　画
（中カテゴリー）

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動

委員会（遂行責任）

1



1-21 教育力 ①　⑧ 教育施設・設備の整備の中・長期計画の立案と実施 施設検討委員会
大学院研究教育委
員会

法人総務部 庶務担当 神﨑 〇 〇 〇 〇 〇

1-22 教育力 ①　②　④　 大学事務共有システムの構築（競技力関係データの共有含む） 大学事務局 スポーツ局執行会
スポーツ科学セン
ター委員会

情報処理センター
委員会

大学事務局 長崎 〇 〇 〇 〇 〇

1-23 教育力 ⑧ キャンパス内のバリアフリー化の推進
障がい学生支援委
員会

教務担当 竹内 〇 〇 〇 〇 〇

1-24 教育力 ①　②　 ラーニングコモンズの施設と設備の充実
学習支援室運営委
員会

施設検討委員会 庶務部 長尾 〇 〇 〇 〇 〇

1-25 教育力 ①　②　 国際教育と国際交流事業の推進

国際交流事業の推進
海外留学の促進と語学力向上プログラムの構築
外国人留学生のコミュニケーション支援の推進
海外の大学等との連携構築と強化

国際交流センター
委員会

全学教務委員会 国際交流センター 前島 〇 〇 〇 〇 〇

1-26 教育力 ①　②　 ラーニングコモンズを活用した学習支援の推進 学習ピアサポートの充実
学習支援室運営委
員会

スポーツ局執行会 庶務部 長尾 〇 〇 〇 〇 〇

1-27 教育力 ①　②　 障がいを持つ学生へのサポート体制の充実
身体障がいのある学生への学生ボランティアの育
成 ？

障がい学生支援委
員会

教務担当 竹内 〇 〇 〇 〇 〇

1-28 教育力 ② 学友会活動の活性化支援の推進 大学祭、クラブ活動（文化系サークル） 全学学生委員会 全学教務委員会 スポーツ局執行会 学生支援 金子 〇 〇 〇 〇 〇

1-29 教育力 ② 学生生活充実のための支援活動の推進
奨学金、食堂、障がいを持つ学生支援
除籍退学者、留年者の減少・改善にかかる取り組
み

全学学生委員会 全学教務委員会 学生支援 金子 〇 〇 〇 〇 〇

学生生活の充実へ向けた支援体制構築と事業
推進
（学生生活に関する学生支援に関する施策）

教育施設・設備の点検･改善

学生の学習支援体制構築と事業推進
（教育・学習に関する学生支援に関する施策）
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２．研究力

① ② ③ ④ ① ② ③ ④ 2022 2023 2024 2025 2026

2-1 研究力 研究① ③　④ 競技力向上に寄与する研究の推進 スポーツ局による連携研究事業の推進
研究推進委
員会

スポーツ科学
センター委員
会

スポーツ局
執行会

研究支援
スポーツ科
学センター

スポーツ局 土屋 〇 〇 〇 〇 〇

2-2 研究力 研究① ③　④　⑤ 健康増進や地域活性化に寄与する研究の推進
社会貢献センターによる連携研究事業の
推進

研究推進委
員会

スポーツ科学
センター委員
会

社会貢献セ
ンター委員
会

スポーツ局執行
会

研究支援
スポーツ科
学センター

社会貢献セン
ター

スポーツ局 土屋 〇 〇 〇 〇 〇

2-3 研究力 研究① ①　③ 教育の発展に貢献する研究の推進
運動部活動改革に関する研究
特別支援教育に関する研究

研究推進委
員会

学部研究委員
会

研究支援 土屋 〇 〇 〇 〇 〇

2-4 研究力 研究② ①　③　⑦ 研究推進の学内プラットフォームの効果的運用
特色あるプロジェクト研究の適正な予算査
定

研究推進委
員会

学部研究委員
会

研究支援 土屋 〇 〇 〇 〇 〇

2-6 研究力 研究② ③
（研究科）研究者の研究活性化と環境整備の促
進

大学院研究
教育委員会

大学院事務
室

研究支援 三島 〇 〇 〇 〇 〇

2-7 研究力 研究② ③　④
教育研究組織の特色を活かした研究プロジェク
トの検討

研究委員会 研究支援 三島・加藤 〇 〇 〇 〇 〇

2-8 研究力 研究③ 研究③ ③　④
学外研究機関との領域横断的研究プロジェクト
の推進

JISSとの連携協定に基づく研究プロジェク
トの推進

研究推進委
員会

大学院研究教
育委員会

スポーツ科
学センター
委員会

スポーツ局
スポーツ科
学センター

研究支援 土屋 〇 〇 〇 〇 〇

2-9 研究力 研究③ 研究③ ③　④
地方自治体や企業・団体との領域横断的研究
プロジェクトの推進

運動部活動改革プランの推進
武道ツーリズム事業の推進
関西経済連合会とのアスリートサポート研
究の推進

研究推進委
員会

スポーツ局
社会貢献セ
ンター委員
会

社会貢献セ
ンター

研究支援 土屋 〇 〇 〇 〇 〇

2-10 研究力 研究④ ③
学外競争的資金の積極的獲得と研究設備の充
実

科研費への応募の促進
競争的資金の応募の促進と研究業績評価
の改善

研究推進委
員会

学部研究委員
会

研究支援 研究支援 土屋 〇 〇 〇 〇 〇

2-11 研究力 研究④ ③
（研究科）実験室・調査室、自習室等の再配置
と充実の検討

大学院研究
教育委員会

大学院事務
室

三島 〇 〇 〇 〇 〇

2-12 研究力 研究② ③
（研究科）研究成果の公開に関する機会創出の
検討と展開

シンポジウム等の開催
大学院研究
教育委員会

研究推進委員
会

大学院事務
室

研究支援 三島 〇 〇 〇 〇 〇

2-13 研究力 研究④ ①　③　⑦ 教員の研究力向上システムの構築 サバティカル制度（国内外）の積極的活用 研究委員会
研究推進委員
会

研究支援 三島・加藤 〇 〇 〇 〇 〇

2-14 研究力 研究⑤ ③　⑧
（研究科）海外の大学及びスポーツ科学関連機
関との交流事業の推進

姉妹大学との学術・教育交流事業の推進
海外の大学及びスポーツ科学関連機関と
の交流事業の推進

大学院研究
教育委員会

国際交流セン
ター委員会

研究支援
国際交流セ
ンター

三島 〇 〇 〇 〇 〇

2-15 研究力 研究⑤ ③　⑥ （研究科）海外研究者の招聘事業の充実
大学院研究
教育委員会

大学院事務
室

三島 〇 〇 〇 〇 〇

2-16 研究力 研究⑤ ③　⑥ 海外の研究機関への研究者派遣事業の検討
海外の研究機関への研究者派遣事業に関
わる規定の整備

研究推進委
員会

国際交流セン
ター委員会

研究支援
国際交流セ
ンター

土屋 〇 〇 〇 〇 〇

【重点施策】
④　研究推進のための研究環境の
整備
（研究環境整備に関する施策）

【重点施策】
⑤　大学院を中心とした国際的研
究と海外学術交流の推進
（国際的研究と海外学術交流に関
する施策）

事務部署（遂行責任） 第6次
遂行責任者

（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
①　体育・スポーツ・教育界の課題
解決に寄与する研究の推進
（主に、附置施設と学術研究の連
携による研究の推進に関する施
策）

【重点施策】
②　体育・スポーツ・教育・健康を支
える特色ある研究の推進
（教員，分野，系毎の研究の促進
に関する施策）

【重点施策】
③　領域横断的なプロジェクト研究
と産官学連携による研究の推進
（領域横断研究、産官学連携研究
に関する施策）

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に
関する方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する
方針、⑧大学運営に関する方針」

No
目　標

（大カテゴリー）
第6次「力」
カテゴリー

ビジョン2031
重点施策

（ビジョンNo）

学園
中期計画
明記項目

「内部質保証に係
る各種方針」カテ

ゴリー

計　画
（中カテゴリー）

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動

委員会（遂行責任）

3



３．スポーツ振興力（第5次「競
技力」）

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ 2022 2023 2024 2025 2026

3-1 スポーツ振興力 社貢② 社貢② ④　⑧
学外組織（UNIVAS、KCAA、スポーツ庁、
JISS、JSC、企業など）との連携強化

（連携強化を目指す活動、連携強化によって展
開する活動）

スポーツ局執行会 スポーツ局 梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-2 スポーツ振興力 社貢② ④　⑧
本学のスポーツ資源を活用した大学ス
ポーツ振興関連事業の推進

大学スポーツにおける安全・安心に関連する事
業の推進
大学スポーツのブランディング事業の推進

スポーツ局執行会
社会貢献センター
委員会

スポーツ科学セン
ター委員会

広報委員
会

スポーツ局
社会貢献
センター

スポーツ科
学センター

広報室 梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-3 スポーツ振興力 社貢② 社貢② ④　②
大学スポーツの新たな価値創造に繋がる
事業の検討と展開

他大学との対抗戦・交流戦の開催促進
スポーツによる国際交流事業の推進
学生による大学スポーツ振興関連事業の構築と
推進

スポーツ局執行会
社会貢献センター
委員会

国際交流センター
委員会

広報委員
会

スポーツ局
社会貢献
センター

国際交流
センター

広報室 梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-4 スポーツ振興力 社貢③ ④
学生アスリートの獲得支援と競技力向上に
関する事業の展開と充実

強化指定クラブ制度の見直しと展開そして継続
的検証の実施
世界で活躍できる学生アスリートの継続的獲得

スポーツ局執行会 競技力向上委員会 スポーツ局 梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-5 スポーツ振興力 社貢③ ④　⑦
アスリート、指導者、サポートスタッフの研
修事業の推進

DASHプロジェクトの推進
学生アスリート、学内指導者、学内クラブスタッフ
の教育・育成・サポート事業の推進
学外のアスリート、指導者、サポートスタッフの教
育・育成・サポート事業の推進
企業やスポーツ関連機関との連携による事業の
検討と推進

スポーツ局執行会
スポーツ科学セン
ター委員会

スポーツ局
スポーツ
科学セン
ター

梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-6 スポーツ振興力 社貢③ ②　④
スポーツ科学センターの組織機能及び競
技力向上サポート事業の充実

スポーツ科学セン
ター委員会

スポーツ科
学センター

三島 〇 〇 〇 〇 〇

3-7 スポーツ振興力 社貢⑤ ④　⑧
スポーツ局の適切な運営とガバナンスの構
築と充実

大学と社会の要請を考慮した事業の継続的検討
と対応
事業展開のための安定的財源の確保と適切な
運用
スポーツ局の組織体制と他部署との連携の強化
本学の大学スポーツブランディング事業の推進
大学スポーツ振興に関わるの学生スタッフの体
制の構築と充実
他大学のスポーツ統括部局との連携強化
学生アスリート及び指導者の支援・管理システム
の充実

スポーツ局執行会 役員会 スポーツ局 庶務部 梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-8 スポーツ振興力 社貢⑤ ④　⑧
運動クラブのサポートと強化のための学外
の資金獲得事業の推進

スポーツ局による事業資金獲得事業の展開
運動部等によるスポンサー支援事業の展開

スポーツ局執行会 スポーツ局 梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-9 スポーツ振興力 社貢⑤ ②　③　④ DASHプロジェクトの推進

学生アスリートの学修サポートシステムの構築と
充実
学生アスリートのデュアルキャリア教育推進体制
の構築と充実
クラブのマネジメントスタッフの教育プログラムの
構築と充実
学生アスリートや指導者のスポーツ科学サポート
体制の充実

スポーツ局執行会
スポーツ科学セン
ター委員会

全学教務委員会
全学入試
委員会

学習支援
委員会

スポーツ局
スポーツ
科学セン
ター

教学部 入試部
学習支援
室

梅林 〇 〇 〇 〇 〇

3-10 スポーツ振興力 社貢⑤ ④　⑤
高大連携による中高大一貫アスリート育成
システムの検討と構築

役員会 スポーツ局執行会
スポーツ科学セン
ター委員会

庶務部
スポーツ
局

スポーツ科
学センター

原田 〇 〇 〇

3-11

【重点施策】
④　スポーツ指導の新たな価値を開
拓し、多様性を認め、共生社会の実
現に貢献する教育の推進
（スポーツ指導と共生社会実現へ
の価値開拓に関する施策） 教育力 教育④ ④

多様性と共生するスポーツ活動と指導の
充実

大学スポーツを通じた共生社会実現への貢献事
業の検討
スポーツ指導者に対するインクルーシブ教育の
推進
学生アスリート及び学生サポートスタッフに対す
るインクルーシブ教育の推進

全学FD委員会 スポーツ局執行会
社会貢献センター
委員会

学長室 スポーツ局
社会貢献
センター

原田 〇 〇 〇 〇 〇

事務部署（遂行責任） 第6次
遂行責任者

（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
②　関西スポーツ界のリーダーとし
て大学スポーツの健全な発展をけ
ん引する事業の推進
（大学スポーツ振興への貢献に関
する施策）

【重点施策】
③　競技力向上と競技発展のため
の学生・トップアスリートと指導者の
教育・育成・サポート事業の推進
（競技力向上によるスポーツ界へ
の貢献に関する施策）

【重点施策】
④　本学における大学スポーツ振興
の推進体制の強化と活動の充実化
（本学の大学スポーツ振興の推進
に関する施策）

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に関する
方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する方針、
⑧大学運営に関する方針」

No
目　標

（大カテゴリー）
第6次「力」
カテゴリー

ビジョン2031
重点施策

（ビジョンNo）

学園
中期計画
明記項目

「内部質保証に係
る各種方針」カテ

ゴリー

計　画
（中カテゴリー）

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動

委員会（遂行責任）

4



４．社会貢献力

① ② ③ ① ② ③ 2022 2023 2024 2025 2026

4-1 社会貢献力 社貢① 社貢① ④　⑤　⑧
大学スポーツによるSDGs達成への貢
献事業の構築と推進

本学のスポーツ資産のSDGs概念での整理と
体系化
本学の大学スポーツSDGsによる大学ブラン
ディングの推進
本学のスポーツ資産を活かした社会連携活動
の推進

社会貢献センター
委員会

スポーツ局執行会 社会貢献センター スポーツ局 学長室 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

4-2 社会貢献力 社貢① 社貢① ①　⑤
教育と研究の特性を活かしたSDGs達
成に貢献する事業の推進

本学の教育・研究活動のSDGs概念での整理と
体系化
本学の教育・研究活動のSDGsによるブランディ
ングの促進
教育・社会活動としてのSDGs活動の推進

社会貢献センター
委員会

スポーツ局執行会 全学学生委員会 社会貢献センター スポーツ局 教務担当 冨山 ○ ○ ○

4-3 社会貢献力 社貢① 社貢① ④　⑤　⑧
体育・スポーツ・教育による社会貢献
活動を通した人材育成事業の推進

社会貢献活動への学生参画の推進
学生と指導者、職員を対象としたSDGs教育の
推進

社会貢献センター
委員会

スポーツ局執行会 役員会 社会貢献センター 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

4-4

【重点施策】
④　スポーツ指導の新たな価値を開拓し、多様性を
認め、共生社会の実現に貢献する教育の推進
（スポーツ指導と共生社会実現への価値開拓に関
する施策）

社会貢献力 教育④ ①　④
スポーツによる共生社会の実現に繋
がるスポーツ指導事業の推進

（対象の多様性に応じた、多様性を問わない
「既存事業」のをここに入れてその推進・充実・
発展を掲げる）

社会貢献センター
委員会

スポーツ局執行会 全学学生委員会 社会貢献センター スポーツ局 学長室 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

4-5 社会貢献力 社貢② 社貢② ④　⑤
大学スポーツを活用した社会的課題
解決に貢献する事業の展開

地域の組織・団体との連携体制充実と事業推
進

社会貢献センター
委員会

スポーツ局執行会 全学学生委員会 社会貢献センター スポーツ局 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

4-6 社会貢献力 社貢② 社貢② ④　⑤
大学スポーツ資産を活用した地域づく
り事業の推進

（「既存事業」をここに入れてのその推進・充
実・発展を掲げる）

社会貢献センター
委員会

スポーツ局執行会 社会貢献センター スポーツ局 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

4-7 社会貢献力 ⑤　⑧
社会貢献センターのガバナンスの充
実と主管事業の推進

セミナーや講習会を定期的に開催
トップアスリートと連携した社会貢献活動実施
プロチーム・実業団チームなどと連携したセン
ター事業の実施
ホームページのリニューアルと積極的活用

社会貢献センター
委員会

スポーツ局執行会 社会貢献センター スポーツ局 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

4-8 社会貢献力 ⑤　⑧ 高大連携事業の推進

高等学校への出前講義事業の推進
高校の「総合的探究の時間」への支援
大学訪問への対応

社会貢献センター
委員会

社会貢献センター 入試部 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

4-9 社会貢献力 ⑤　⑧
外部資金の獲得、学内特別予算など
の活用による実践・研究活動の充実

（既存の事業、または、他付置施設等との連携
事業の展開）

社会貢献センター
委員会

法人・大学事務局 社会貢献センター 冨山 ○ ○ ○ ○ ○

事務部署（遂行責任） 第6次
遂行責任者

（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
①　スポーツと人材育成によるSDGs達成への貢献
と体育・スポーツ・教育の価値向上の事業推進
（スポーツSDGsと社会貢献への取組に関する施
策）

【重点施策】
②　関西スポーツ界のリーダーとして大学スポーツ
の健全な発展をけん引する事業の推進
（大学スポーツ振興への貢献に関する施策）

地域活性化拠点としての社会貢献センターの機能
充実と他機関との連携の強化

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に
関する方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する
方針、⑧大学運営に関する方針」

No
目　標

（大カテゴリー）
第6次「力」
カテゴリー

ビジョン2031
重点施策

（ビジョンNo）

学園
中期計画
明記項目

「内部質保証に係
る各種方針」カテ

ゴリー

計　画
（中カテゴリー）

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動

委員会（遂行責任）
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① ② ③ ④ ① ② ③ 2022 2023 2024 2025 2026

5-1 教育力 教育① 教育① ①　②　④ 運動部所属学生のデュアルキャリア教育の推進 UNIVASのプログラム活用の検討
キャリア支援委員
会

全学・各学部教務
委員会

スポーツ局執行会 スポーツ局 伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-2 教育力 教育① 教育① ①　②　④ UNIVAS等が展開するセミナーへの参加促進
キャリア支援委員
会

全学・各学部教務
委員会

スポーツ局執行会 スポーツ局執行会 スポーツ局 伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-4 就職力 教育② ②
職業体験インターンシップ（授業外）の推進と授業インターンシップと
の連携の検討

キャリア支援委員
会

教務委員会
キャリア支援
センター

教務委員会 伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-5 就職力 教育② 就職目標 ⑧ 進路状況把握の徹底（教職員連携による）
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

教職支援セ
ンター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-6 就職力 教育② 就職目標 ②　⑧ クラブ単位での就職サポート
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

教職支援セ
ンター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-7 就職力 教育② 就職目標 ②　⑧ 進路未定者へのサポート
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

教職支援セ
ンター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-8 就職力 教育② 就職目標 ②　⑧ 希望職種毎の職場見学や体験の実施
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-9 就職力 教育② 就職目標 ②　⑧
学習支援室との連携強化による公務員講座と個別指導の充実（卒
業生の受入れも含む）

キャリア支援委員
会

学習支援室
キャリア支
援センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-10 就職力 教育② 就職目標 ②　⑧ 教員採用試験対策の更なる充実
全学教職課程委員
会

学部教職課程委員
会

教職支援セン
ター

吉美 〇 〇 〇 〇 〇

5-11 就職力 教育② 就職目標 ②　⑧ 教職支援センターのサポート体制の充実化（在学生・卒業生）
全学教職課程委員
会

学部教職課程委員
会

教職支援セン
ター

吉美 〇 〇 〇 〇 〇

5-12 就職力 教育② ② 企業情報の収集と関係構築（セミナー・単独訪問・情報交換会等）
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-13 就職力 教育② ②
企業就活支援講座の精査（社会人基礎力の向上、業界研究の充
実、先輩の活用等）

キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-14 就職力 教育② ⑧ 優良新規企業採用20社に向けての支援体制の確立
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-15 就職力 教育② ⑧ スポーツ関連企業の新規開拓及び関係構築
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-16 同窓会との連携強化 就職力 教育② ⑧ 保護者懇談会の拡大(同窓会との連携)
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-17 就職力 教育② ②
効果的な授業やイベントの実施（キャリアデザイン・キャリアフェスタ
等）

キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-18 就職力 教育② ②
昼休みを利用した「学内セミナー」の開催（教員採用試験・公務員・
企業等の説明会等）

キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

教職支援セ
ンター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-19 就職力 教育② ②
卒業生や内定者による、後輩の指導・サポートの検討・実施（講座
運営・面接指導・履歴書添削・面談等）

キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

教職支援セ
ンター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-20 就職力 教育② ② 教員・公務員・企業別筆記試験対策講座の企画・立案・実施
キャリア支援委員
会

学習支援室
キャリア支
援センター

教職支援セン
ター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-21 就職力 教育② ② 効果的な留学プログラムの立案・検討 国際交流委員会
キャリア支援委員
会

国際交流セン
ター

キャリア支
援センター

前島 〇 〇 〇 〇 〇

5-22 就職力 教育①② ② キャリアに役立つ資格の充実
キャリア支援委員
会

キャリア支援
センター

伊原 〇 〇 〇 〇 〇

5-23 就職力 教育①② ②
学校運動部への学生指導者派遣（マッチング）システムを活用した
人材育成の推進

グッドコーチ養成プログラムの推進と指
導者派遣事業の充実
プロジェクト推進に関わる事業の遂行

キャリア支援委員
会

スポーツ局執行会
教職支援セン
ター

スポーツ局 伊原 〇 〇 〇 〇 〇

事務部署（遂行責任） 第6次
遂行責任者

（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
①　豊かな教養と確かな専門知識を身
に付け、広い視野と探究心をもって学
び続ける力を培う教育の充実
（主体的に学び続ける力に関する施
策）

就職率95％以上の安定的確保

優良新規企業合格者数の増加

キャリア教育の充実

委員会（遂行責任）

公務員試験合格者数（現役）80名以上
の安定的確保

教員採用試験合格者数（現役）60名以
上の安定的確保

５．就職力（「キャリア支援」含む）
各目標内の「計画」は、組織経営とキャリア支援の二つの視点を
区別して案を検討

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に関する方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する方針、⑧大学運営に関
する方針」

「内部質保証に係
る各種方針」カテ

ゴリー

計　画
（中カテゴリー）

※「就職力」はここに委員会で検討＆推進する具体的活動も入る

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動
No

目　標
（大カテゴリー）

第6次「力」
カテゴリー

ビジョン2031
重点施策

（ビジョンNo）

学園
中期計画
明記項目
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６．学生募集力

① ② ① ② 2022 2023 2024 2025 2026

6-1 学生募集力 組織③ 組織③ ⑧
学生募集市場における環境変化に対し、優良な学生募集を行うため市場分析の
実施

全学入試委員会 入試部

植木 ○ ○ ○ ○ ○

6-2 学生募集力 組織③ ⑧
エリア、難易度、併願関係などの観点から市場細分化とターゲッティングの実施 全学入試委員会 入試部

植木 ○ ○ ○ ○ ○

6-3 学生募集力 組織③ ⑧
競合大学とのポジショニングの確認から受験構造上、併願関係の強化をはかる
ためポジショニングの実施

全学入試委員会 入試部
植木 ○ ○ ○ ○ ○

6-4 学生募集力 組織③ ⑧ 受験生にとってシンプルかつわかりやすい入試制度を確立
アドミッションポリシーに合致した学生の確保

全学入試委員会 学部入試委員会 入試部 植木 ○ ○ ○ ○ ○

6-5 学生募集力 組織③ ⑧ 2025年度の新課程を見据えた入試制度の検討及び実施 全学入試委員会 学部入試委員会 入試部 植木 ○ ○ ○ ○ ○
6-6 学生募集力 組織③ ⑧ 高校訪問、進学相談会、校内ガイダンス等の活動を強化 広報委員会 入試部 中山 ○ ○ ○ ○ ○
6-7 学生募集力 組織③ ⑧ オープンキャンパス、学校見学会、高大連携校に対する接触者の増加と出願率

の向上
広報委員会

社会貢献センター
委員会

入試部 中山 ○ ○ ○ ○ ○

6-8 学生募集力 組織③ ⑧ 大学院の昼夜開講制を含めた広報活動の充実・強化 研究科会議 大学院事務室 浜田 ○ ○ ○ ○ ○

6-9
学生の募集力を維持向上させるための活動を充

実
学生募集力 組織③ ⑧ トップセールス、教員セールス及び職員セールスの3層構造の募集活動の充実・

強化
大学広報会議 入試部 広報室 原田・大坪 ○ ○ ○ ○ ○

第6次
遂行責任者

（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
③　学生の募集力と就職力を維持向上させるため
の活動を充実

【入試内容】
入試制度の整備・再構築

◎入試広報活動の充実・強化

事務部署（遂行責任）

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に関する方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する方針、⑧大学運営に関する方針

No
目　標

（大カテゴリー）
第6次「力」
カテゴリー

ビジョン2031
重点施策

（ビジョンNo）

学園
中期計画
明記項目

「内部質保証に係
る各種方針」カテ

ゴリー

計　画
（中カテゴリー）

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動

委員会（遂行責任）
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７．広報・マーケティング力

① ② ③ ① ② 2022 2023 2024 2025 2026

7-1 広報・マケ力 組織④ ⑧ 学内外広報・マーケティング活動の展開

HP・SNSを通じた情報発信。
大学案内の制作。
プレスリリースの積極的な提供。メディア各社との信
頼関係の醸成。
危機管理広報。
SNSを通じた学生向け情報発信。効果的な広告・宣
伝活動の展開

広報委員会 広報室 中山 〇 〇 〇 〇 〇

7-2 広報・マケ力 組織④ 組織④ ⑧ 本学のステークホルダーとの交流機会の創出
OB、地域の方、退職教職員の会、同窓会の方など
との交流機会の検討と促進

広報委員会 広報室 中山 〇 〇 〇

7-3 広報・マケ力 組織⑤ ⑧
学生の体育・スポーツ人、社会人としてのあるべき姿や
行動に導くためのキャンペーン活動の推進

大学の理念とビジョンの学内訴求の推進
スポーツ倫理に関する情報の学内訴求の推進
「Pride of 大体大」の推進。
アスリートハンドブックの制作

広報委員会
スポーツ局執
行会

広報室 スポーツ局 中山 〇 〇 〇 〇

7-4 広報・マケ力 組織⑤ ⑧ 大学の歴史と伝統を認識できる活動の推進 歴史と伝統紹介コーナーの設置 広報委員会
スポーツ局執
行会

広報室 スポーツ局 中山 〇

7-5 広報・マケ力 組織⑤ ⑧
大学への帰属意識や一体感を高めるための活動の推
進

OUHSジャーナルの取材・編集を通じた一体感の醸
成。
OUHSスポーツの取材・編集を通じた一体感の醸
成。
学生SNSチームを活用した一体感の醸成。
大学グッズの製作と販売

広報委員会
スポーツ局執
行会

広報室 スポーツ局 中山 〇 〇 〇 〇 〇

7-6 広報・マケ力 組織⑤ ⑧ 「Pride of 大体大」推進
クラブ活動、研究活動、教育活動、社会活動などにおいて
大学として誇れる活動の学内外で訴求事業の推進

広報委員会 広報室 スポーツ局 中山 〇 〇 〇 〇 〇

7-7 広報・マケ力 ⑧
インナーリソースの情報収集　大学ブランドリソースの収
集、集約、整理・管理

ブランド向上に資する学内の研究者、学生、研究活
動、事業などの大学資産を学内取材して発掘し、紹
介
大学ブランド管理（大学シンボル・ロゴ・キャラクター）
の一元化の確立

広報委員会 広報室 スポーツ局 大坪 〇 〇 〇 〇

7-8 広報・マケ力 ⑧ 広報・マーケティングスキル・ノウハウの充実

SNS専門家・会社とのアドバイザリー体制の構築。
室員のSNS・動画編集スキル向上のための諸施策。
SNS・動画等に習熟した人材の確保。
学生広報組織の育成

広報委員会 広報室 大坪 〇 〇 〇 〇 〇

7-9 広報・マケ力 ⑧ 企画・実施・連携・協力組織の確立
入試部の連携によるオープンキャンパス（Web含
む）、学校見学校、高大連携校に対する接触者の増
加と出願率の向上

広報委員会 入試部 広報室 中山 〇 〇 〇 〇 〇

7-10 広報・マケ力 ⑧
【リサーチ】自学の価値向上を図るための大学市場の分
析

全学入試委員会 広報委員会 入試部 広報室 植木 〇 〇 〇 〇 〇

オープンキャンパスと入試広報の拡充

事務部署（遂行責任） 第6次
遂行責任者

（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
④　大学と、生徒、学生、保護者、卒業
生、教職員、名誉教授、客員教授そして
企業や地域社会などとの恒久的な相互
理解、信頼関係の構築

【重点施策】
⑤　大体大アイデンティティと大体大ブラ
ンドの醸成を図る活動の推進

大学広報充実のための活動推進と組織
整備

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に関する方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する方針、⑧大学運営に関す
る方針」

No
目　標

（大カテゴリー）
第6次「力」
カテゴリー

ビジョン2031
重点施策

（ビジョンNo）

学園
中期計画
明記項目

「内部質保証に係
る各種方針」カテ

ゴリー

計　画
（中カテゴリー）

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動

委員会（遂行責任）
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８．組織力・経営力

① ② ③ ① ② ③ 2022 2023 2024 2025 2026

8-1

【重点施策】
③　健康、スポーツ、教育の価値創造に向け
たカリキュラムの充実、及び時代が求める最
新の教育方法と技術を体得するシステムの
構築
（教育内容と方法に関する施策）

教育力 教育③ ①　⑧ 高大連携による特徴のある教育創出のための組織づくりの推進 役員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-2

【重点施策】
 ① スポーツと人材育成によるSDGs達成へ
の貢献と体育・スポーツ・教育の価値向上の
事業推進
 （スポーツSDGsと社会貢献への取組に関す
る施策）

社会貢献力 社貢① 社貢① ④　⑤　⑧ 大学スポーツSDGs推進体制の構築 役員会 スポーツ局執行会
社会貢献センター
委員会

大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-3 組織力・経営力 組織① ⑧ 教学マネジメント体制の検証と再構築
内部質保証推進委
員会

庶務部（学長室担
当）

原田 ◎ ◎ ◎

8-4 組織力・経営力 組織① 組織① ⑧ 委員会、事務局、附置施設等の適切な運営と横断的連携強化 役員会 附置施設等 大学事務局 附置施設等 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-5 組織力・経営力 組織① ⑧ 「私立大学等改革総合支援事業」への対応検討 役員会 各委員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-6 組織力・経営力 組織① ⑧
「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」を含めた文教政策
への対応

役員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-7 組織力・経営力 組織① 組織① ⑧ 設置校及び関連教育機関との連携推進 役員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-8 組織力・経営力 組織② ⑧ 内部質保証に係る情報の可視化を推進 IR委員会
庶務部（学長室担
当）

土屋 ◎ ◎

8-9 組織力・経営力 組織② ⑧ 学内外の情報収集体制を強化 IR委員会
庶務部（学長室担
当）

土屋 ◎ ◎

8-10 組織力・経営力 組織② 組織② ⑧ IR分析の充実と利用促進 IR委員会
庶務部（学長室担
当）

土屋 ◎ ◎

8-11 組織力・経営力 組織② ⑧ ＩＲデータの提供の強化 IR委員会
庶務部（学長室担
当）

土屋 ◎ ◎

8-12 組織力・経営力 組織⑥ ⑧ 教職協働体制の運用と充実 役員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-13 組織力・経営力 組織⑥ ⑧ 教員総合評価制度の検討 役員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-14

【重点施策】
⑦ 職員の適正配置・育成及びその人材を活
かし
た事務組織の運営

組織力・経営力 組織⑦ 組織⑦ ⑧
人員の適正な配置と人材育成制度による強固な大学事務組織づく
りの推進

ー 大学事務局 長崎 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-15

【重点施策】
⑦ 職員の適正配置・育成及びその人材を活
かし
た事務組織の運営

組織力・経営力 組織⑦ ⑧
専門知識の習得や戦略的な企画能力及び管理運営能力の向上等
を目的とするＳＤの充実

ー 大学事務局 長崎 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-16 組織力・経営力 ⑧ 研究科、学部で中・長期の人事指針の策定 役員会 研究科 人事委員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-17 組織力・経営力 ⑧ 研究科組織改革と教員組織の見直し 研究科 大学院事務室 浜田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8-18 組織力・経営力 ⑧
多様な教員採用及び昇任の検討（含む採用・昇任規程の見直し整
備）

役員会 大学事務局 原田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

大学の中長期的発展のための人材マネジメ
ントの検討と構築
人事力を高める
教員の年齢、職位、性別等を考慮した人事計
画の策定

事務部署（遂行責任） 第6次
遂行責任者

（筆頭委員会委員長）

計画に取り組む年度（〇を入力）

【重点施策】
①　大学経営を円滑に進め、中期計画最重
点課題及びビジョン重点施策を推進するため
の法人、設置校及び関連教育機関との連携
強化

【重点施策】
② 大学IRを活用したPDCAサイクルに基づく
大学運営

【重点施策】
⑥ 教職員の役割の明確化と評価基準の構
築

【内部質保証の方針カテゴリーNo】
　①教育研究等環境の整備に関する方針、②学生支援に関する方針、③研究の推進に関する方針、④大学スポーツ振興に関する方針、
　⑤ 社会連携及び社会貢献に関する方針、⑥国際化に関する方針、⑦大学が求める教員像及び教員組織の編成に関する方針、⑧大学運営に関
する方針」

No
目　標

（大カテゴリー）
第6次「力」
カテゴリー

ビジョン2031
重点施策

（ビジョンNo）

学園
中期計画
明記項目

「内部質保証に係
る各種方針」カテ

ゴリー

計　画
（中カテゴリー）

活　動
（小カテゴリー）

委員会で検討＆推進する具体的活動

委員会（遂行責任）
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